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10月18日（土）、令和７年度体育祭を実施しました。連日の雨で天候が心配されましたが、当日は心地
よい秋晴れの下開催することができました。
今年度は「栄光へ～最後まで心を一つに駆け抜けよう～」をテーマに、これまでの練習でつけてきた力を
発揮し、仲間とともに笑顔で競技に取り組みました。
全校リズム「与謝の海ソーラン」では、全校児童生徒での踊りに加えて、学部ごとの踊りや隊形移動にも
挑戦しました。息の合った踊りと「どっこいしょ、どっこいしょ」の元気な掛け声で、迫力ある「与謝の海
ソーラン」となりました。
保護者等の皆様には多くの御参観、また温かい御声援をいただきありがとうございました。

「体育祭」

小学部「文化の心次世代継承事業～巨大ドームで水族館を作ろう～」
10月30日（木）に文化の心次世代継承事業で講師として池坊短期大学幼児保育学科教授である彫刻家、
岩野勝人さんを招き、「巨大ドームで水族館を作ろう」と題して取り組みました。児童は大きなビニール
に魚を描いたり、事前に作成した魚を貼ったりと個性豊かな魚を作成しました。それぞれの作品を集め、
巨大な水族館が完成！子供達も目を輝かせながら作成し、みんなで一つのすてきな作品となりました。

中学部３・４・５・６組 D・E・F・Gグループ
地域協働学習「宮津与謝クリーンセンター見学」

10月８日（水）に社会科見学で宮津与謝クリーンセンターに見学に行きました。これまでにごみの分別やごみの
行方について学習し、当日を迎えました。
施設では、前半に映像による説明を聞き、後半には実際にごみ処理の様子を見学させていただきました。次々と
ベルトコンベアーに流れてくるプラスチックごみを真剣な眼差しで見つめる生徒達でした。収集されたごみの多さを
見たり、資源として活用する方法を詳しく知ったりすることができました。
質問タイムでは、事前に考えた質問を代表者から尋ね、職員さんに丁寧に答えていただき、さらに学びを深める
ことができました。



11月６日(木)
11日(火)

体験学習 12月２日(火) 芸術鑑賞会

13日(木) 中学部 橋立中学校との交流 ４日(木)
高等部 京しごと技能検定

(接客の部)

13日(木)
14日(金)

高等部 京しごと技能検定
(清掃の部)

５日(金)～
９日(火)

高等部 後期進路相談

22日(土)
 23日(日)

Tango Good Goods見本市・
展示・販売
(※販売は22日10:00～12:00
のみ)

19日(金) 終業式

29日(土)
YOSAフェスティバル
※振替休業日 12月１日(月)

１１・１２月の予定

※行事等は変更する場合があります。

高等部「第３７回 丹後府立高校・与謝の海支援学校交流会」
10月25日（土）に「知ろう、探そう、見つけよう、言葉でつながる心の輪」をテーマとし、丹後の府立高
校７校から41名の高校生が本校を訪れ、交流会を実施しました。
初めの全体会では各校が学校紹介をプレゼン形式で行い、皆、興味をもって聞いていました。その後、「う
たごえ」「工作」「共同絵画」「室内スポーツ」「スポーツ」「折り紙」「レクリエーション」「よさラボ」
の８つの分科会に分かれ、それぞれ交流して仲を深めました。本校生徒会は「よさラボ」と称した分科会を運
営し、「学校づくり」での経験を生かし、「モルック」を皆に教えて交流しました。終わりの全体会では、分
科会ごとに連想ゲームをしたり、「パプリカ」の曲を手話で歌ったりし、一層仲を深めることができました。
終了後には、「楽しかった。」「また一緒に活動したい。」という声も多く聞かれ、テーマのとおり互いの
ことを知り合えた笑顔あふれるとてもよい交流会になりました。

10月５日(日)、みやづ歴史の館にて開催された「全国教育のうたごえ祭典in宮津」のオープニングで太
鼓を披露してきました。２学期が始まってから少しずつ練習を重ねてきて迎えた当日。初めての参加で、
規模もわからない中、いざステージから客席を見ると想像を超える数のお客さん・関係者の方でした。子
ども達からは、緊張している様子が伝わってきましたが、練習どおり堂々と太鼓を披露することができま
した。また一つ大きな経験を積むことができたので、次につなげます。

寄宿舎 「全国教育のうたごえ祭典㏌宮津」
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